
２次案内 

第 27 回 

令和 6 年度 
 

 

東京学芸大学附属世田谷小学校 

 

  日  時     令和 7 年 ２⽉２２⽇（⼟曜⽇）午後１時から 
 

  内  容 

第６学年において同⼀のねらいを⽬指した２つの授業を⾏い、２⼈の授業

者による討論を通して、算数教育の専⾨性を⾼める授業研究会です。 

 

●公開授業（Ⅰ）6年2組 授業者 北区⽴王⼦第五⼩学校  ⼩川 功介 先⽣ 

●公開授業（Ⅱ）6年1組 授業者 本校 栗⽥ ⾠⼀朗  

 

  ●講師 弘前⼤学   教授 ⽥中 義久 先⽣ 

 

  ●講師 東京学芸⼤学 教授 清野 ⾠彦 先⽣ 

 

   

  場  所  東京学芸大学附属世田谷小学校 集会室 

 〒158-0081 東京都世田谷区深沢 4－10－1  03 (5706) 2131 
 

時  間  13:00 〜 17:00（受付 12:30～） 

 

  資 料 代    １０００円 ※当日、現金でお願いいたします。 
       こくちーず HP から事前申し込みができます。当日申し込みも可能です。 

 

主  催 

東京学芸大学附属世田谷小学校 算数部 

【今回の授業討論テーマ】  

 情報の受け手を育てる 



１．当日の時程 

 
 
 
 
２．授業討論テーマについて 

「情報の受け手を育てる」 

今年は昭和 100 年。関東大震災や新型コロナウイルス感染拡大などの状況から、 
「真偽の情報が入り混じっているという状況はいつの世においても変わらない」 
「将来、真偽の判断がさらに難しくなってくると推測されることから、情報の受け手を育

てていくことが大切になる」 
「ある事象に出会ったときに、それは本当に正しいのか、何を根拠にしているのかという

ことについて多様な観点から、批判的に考察し、判断する力を育てていく」 
「入手したデータを現実の事象と対比したり、それまでの傾向と対比したり、多様な観点

から批判的に考察し、データ自体が信用に足るものだろうか、ということまでも含めて考

察していく」(2023 越後 本校副校長) という想いは同じではないでしょうか。でも、

その力を授業の中でどのように育てていくのかという悩みもでてきます。 
そこで、今年度の世田谷算数授業討論では、児童が情報の受け手として統計データを根

拠に多面的・批判的に考察し、判断する力を育てる授業の構想について焦点を当てて、第

６学年の二つの学級の児童を対象に、お二人の先生がそれぞれ異なる授業を立案し、実践

いたします。同じ学年の同じ単元の同じ時間の二つの授業をみくらべ、その後の授業者同

士の討論を聞いてともに議論することで、授業討論テーマに迫ることを目指します。 
 
３．公開授業 

 

受付  提案  授 業（Ⅰ） 
 
小川功介 
  先生 

 授業（Ⅱ） 
 
栗田 
辰一朗 

 授業討論会 
 
小川功介 先生 
栗田辰一朗 

 指導・助言 
 
田中義久先生 
清野辰彦先生 
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